
鏡

花

の
方

法

1

地

図

の

こ

と

な

ど

ー

『
高

野
聖
』
の
冒
頭

に
、

「
参
謀
本
部
編
纂

の
地

図
」

の
こ
と
が
出

て
く
る
。
前
田
愛

氏

は

「
『
栗

の

い
が毬

の
上

へ
赤

い
筋

が
引

っ
張

て
あ
』
る

こ

の

地

図

は
、

ケ
バ
図
法
で
地
貌
を
表
現
し
た
輯

製
二
〇
万
分

之

一
地
図
で
あ
る
べ
き
で
、

(
中
略
)
伊
能

図
を
原

図
と
し
て
明
治

十
九
年
か
ら
製
作
さ
れ
は
じ
め
た
地

図

で
あ
る
。
」
と
言
わ
れ
る
。
(泉
鏡
花

『
高

野
聖
』

ー
旅

人

の
も

の
が
た
り
ー
)

大
略
は
そ

の
通
り
で
、

「
経
度

一
度
、
緯
度

四
〇

分
ご
と

の
図
画
に
区
切
ら
れ
た
、

明
治

初
期

め
わ
が

国

の
代
表
的
な
地
図
」
で
あ
る

(織

田
武
雄

『
地
図

の
歴
史
』
)
が
二
、
三
問
題
が
あ
る
。

日
本

の
近
代

に
お
け
る
組
織

的
な
地

形

の

測

量

は
、
明
治

四
年
に
工
部
省

に
測
量
司
が
置

か
れ
、
そ

こ
で
三
角

測
量
法

で
実
施
し
て
以
来

の

も

の

で

あ

る
。

一
方

、
地
図

の
編
成
は
兵
部
省
参

謀
局

が
間
諜

隊
と

い
う

の
を
設
け
て
、

そ
こ
が
掌

っ
て

い
た
。
測

丸

尾

壽

郎

量
司

は
明
治

六
年

に
内
務
省
が
設
置
さ
れ
る
と
そ

の

業
務

と
と
も

に
移
管
さ
れ
、
内
務

省
所

属

と

な

っ

た
。
兵
部
省

は
明
治
五
年

に
廃
さ
れ

て
陸

・
海
軍
省

と
な
り
十

一
年

に
そ

の
参
謀
局
が
参
謀
本
部
と
な

っ

て
、

こ
こ
に
も

地
図
課
、
測
量
課
が
設
置
さ
れ

た
。

野
戦

目
的

の
地
図
製
作

で
三
角
測
量

に
基
礎
を
置

か

ず
、
経

・
緯
度

を
欠

い
た
応
急

の
地
図

で
二
万
分

の

一
の

「
迅
速
測
図
」

(関
東

地
方
)
「
仮
勢
地
形
図
」

(近
畿

地
方
)
が
作

ら
れ

る
。
新

田
次

郎

が

小

説

『
劔
岳

(点

の
記
)
』
で
拙

速
主
義

と
批
判

し

た

そ

れ
で
あ

る
。
内
務
省

の
三
角
測
量
業
務
が
そ

っ
く

り

陸
軍
参
謀

本
部
測
地
局
に
移
管

さ
れ

る
の
は
明
治
十

七
年
、
測

地
局
が
陸

地
測
量
部

と
な
る
の
は
明
治

二

十

一
年

で
あ

る
。

「
輯
製

二
十

万
分

の

一
地
形
図
」

は
、

こ
う
し
た

い
き
さ

つ
の
中

で
伊
能
図

や
天
保
国

た
つ
し

絵
図
お
よ
び
明
治
八
年
の
太
政
官
達
で
集
め
た
各
府

県
の
資
料
を
も
と
に
明
治
十
七
年
か
ら
二
十
六
年
ま

で
か
玉

っ
て
全
国

の
地
図
が
作
成
さ
れ

た

(
た

父
し

千
島

・
北
海
道

は
未
発
行
)
。
因
み

に

「
富
山
図
幅
」

は
明
治

二
十

二
年
、

°「
高
山
図
幅
」

は
翌
二
十
三
年

に
完
成

し
て
い
る
。

そ
こ
で

『
高
野
聖
』

の
旅
僧
宗
朝
が
持

っ
て
い
る

「
参
謀
本
部

の
絵
図

面
」

だ
が
、

こ
れ
は

「
表
紙
を

附

け
た
折

本
に
な

っ
て
る
」

し
、

「描

い
て
あ

る
道
」

は

「
赤

い
筋
が
引

っ
張

て
あ

る
」

と

い
う
し
ろ
も

の

で
あ
る
。
輯
製

二
十

万
分

の

一
地
図

は
も

ち
ろ
・ん
参

謀

本
部

の
地
図
は
す
べ
て
白

黒

の
シ
ー
ト
で
、

日
本

地
図

セ
ソ
タ
ー
の
大
森

八
四
郎
氏

の
御
教
示

に
よ
れ

ば
表
紙
附

き

の
折
本
で
も
多
色
刷

り
で
も
な

い
。

こ

れ
は

『
劔
岳
』
が

「
明
治

二
十
年

測
量
局
は
二
十
万

分

の

一
の
地
図
を
公
開
し
、
民
間
人

に
よ
る
依
託

販

売

を
許
可
し

て
」

い
た
と
記
し

て
い
る
よ
う
に
、

当

時
、
川
流
堂
小
林
又
七
が
復
刻
販
売

し
た

か
ら
、
中

・
に
は
二
色
刷

り
、
折
本
と

い
う

の
も
あ

っ
た
か
も
知

れ

ぬ
が
不
明

で
あ

る
。

『
高
野
聖
』

の
時
間
構
造
が
二
重
三
重

の
重
層

構

造
を
も
ち
、
そ
れ
が
作
品

の
日
常
的
現
実

か
ら
非
現

実
世
界
-
異
界

へ
の
溶
化

の
装
置
と
な

っ
て
い
る
こ

一と

は
、
す

で
に
笠
原
伸
夫

・
東
郷
克
美
氏
ら

の
論
考

に
詳

し
い
。

『
高
野
聖
』
は
、

「
年
配
四
十
五
六
」

と

し

の
宗
朝
が

「
年
紀

の
若
」

い
頃

の

「
飛
騨
越
」
え

の

体
験

を
敦
賀

に
帰
省
す

る
私

に
語

る
わ
け

だ
が
、

か
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り
に
そ
の
時

二
十
歳
と

し
て
も

『
高
野
聖
』

の
発
表

さ
れ

た
明
治
三
十
三
年

か
ら

二
十
五
年
前

に
、

「
地

図
を
繰
り
開

い
て
見
た
」
と
す

る
と
、
輯
製
二
十
万

分

の

ヅ
の

「
高
山
図
幅
」
は
出
現
し

て
い
な

い
こ
と

に
な

る
。
地
図

に
年
齢
を
合
わ

せ
る
と
、

「
若

い
」

あ
な
た

と

し

だ

の

「
和
僧

に
は
叔
母
さ
ん
位
な
年
紀

で
す
よ
」
と

い
う
山
家

の
お

ん
な

の
言
葉
は
お
か
し
な
も

の
に
な

っ
て
し
ま
う
。

こ
こ
に
は
、
異
化
さ
れ
た
現
実
す
ら

が
虚
構
化
さ
れ
、
あ
る
べ
き
も

の
と
あ
る
べ
か
ら
ざ

る
も

の
が
、
ー

虚
実

が
混

然
と
し
て
朧

化
さ
れ
、

な

い
ま
ぜ
ら
れ
た
疑
似
的
現
実
が
、

さ
り
げ
な
く
提

出

さ
れ

て
い
る
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

同
じ

こ
と
は
空
間
構

造
に
も
言

え
そ
う
で
あ
る
。

「
飛
騨

か
ら
信
州

へ
越

え
る
」
道
筋

で

「
天

生
峠
」

は
方
角

が
ち
が
う
と
言

わ
れ
る
。
そ

れ
は

「
虚
構
空

間

に
誘

う
た
め
の
操
作
」

(東
郷
氏
)

と
し
て
、
異

論

の
な

い
と

こ
ろ
で
あ
る
。
明
治

四
十

四

年

刊

の

『
飛
騨

山
川

』
に
よ
る
と

「
天
生
峠
」

は

「
未
だ
改

修

を
経

ざ
る
を
以
て
険
難
言
語

に
絶
す

と
雖

も
而
も

里
程

に
於

て
大

に
近

し
。

…
…

(白
川
)
荻

町
を
出

で
、
十
数

丁
登
れ
ば
路
傍

に

一
瀑
あ

り
高

さ
六
間
之

き

だ
き

を
木
瀑

と

い
ふ
…
次

に
中
之
瀑
、
高

九

間
、

次

に

た
か
た
き

高
瀑
、
高

八
間

と
称

す
、
漸
く

に
し
て
山
頂

に
達
す

…
路

は
巨
木
森

々
と

し
て
昼
尚

ほ
暗
き
処
を
過
ぐ

る

も

の
に
し
て
荻

町
よ
り
郡
界
ま

で

一
里

四
丁
を
算

せ

り
。
降

路
は
勾
配
頗

る
急

に
し
て
加

ふ
る
に
崎
嶇
突

兀
、行
旅
屡

々
道

を
失

は
ん
と
す
L
云

々
と
あ

る
。
内

つ
の
か
は

天
生
か
ら
角
川

へ
出

て
右

に
と

っ
て
真
直
ぐ

に
古
川

・
国
府

・
高

山
を
経

て
久

々
野

か
ら
益

田
川
沿

い
に

ど

黒
川
渡
、
高
根
村

を
抜
け

て
野
麦
峠
を
越
え
れ
ぽ
信

州
諏
訪

に
出

る
。
富
山
側

か
ら

の
、
飛
騨
越
え
信
州

へ
の
本
道

で
あ

る
。

「
矢
張
信
州

へ
出
ま
す
る
。
先

は

一
つ
で
七
里
ぼ

か
り
総
体

に
近
う
ご

ざ

り

ま

す

が
、

い
や
今
時
往
来

の
出
来
る

の
ち

ゃ
あ
ご
ざ
り
ま

せ
ぬ
。
」
と

い

う
百
姓

の
言
葉

に
も
、

異
界

の
二

つ

の
滝

に
も
重
り
そ
う
だ
。

「
天
生
峠
」
の
蛇

・
蛭
の

怪
異
も

し
の
ば
れ
る
、
恐
し

い
山
中
の
道

で
あ

る
。

宗
朝

は
、
場
所
不
明

の

「
先

の
泊
」

を
午
前

三
時

の
朝
発
ち
を
し
て
六
里
を
歩

い
て

「
辻

な
ど

と
い
ふ

村
」

に
入

っ
て
い
る
。
天
生
峠

に
入
る
手
前

の
、
茶

店

に
出

る
ま

で
に
位
置

す
る
村

で

「
可
恐

し
い
悪

い

病
が
流
行

っ
て
…
村

は
か
ら

一
面
に
石

灰
だ

ら
け
」

だ
と
あ
る
。
作

品

の
外
在
的

な
社
会
的
事
実

か
ら
す

れ
ぽ
、

こ
の
疫
病
は
明
治

十
年

、

十

二

年
、

十

五

年
、
十
八
、
九
年
お
よ
び

二
十
三
年
、

二
十

八
年

の

コ
レ
ラ
、
二
十
六
年
、

二
十
九
年

の
赤
痢

・
天
然
痘

・
腸

チ
フ
ス
の
各
地
で

の
発
生
が
考

え

ら

れ

る
。

「
天
生
峠
」

の
当
時

の
状
況

と
と
も
に
、

「
高
山
図

幅

」

の
完

成
を
視

野
に
入
れ
れ
ぽ
当
時

の
小
説
読
者

の
印
象

に
新
し
い
生
活
現
実

で
あ

る
。
が
、
そ

こ
に

も
仕
掛
け
ら
れ
た
非
現
実

の
現
実
ー
あ
る

い
は
村

の

異
化

の
問
題
が
あ
る
。

「
辻
」
は
高

山
市

の
南
、
朝

日
村

の
美
女
峠

の
南

麓

に
現
存
す
る
し
、

ま
た
富

山

県
立
山
町
に
も
江

戸
期

か
ら
存

在
し
、
明
治

二
十

二

年

ま

で
は
村
、
以
後

は
大
字
名

と
な

っ
て
現
在

に
至

っ
て

い
る
。

い
ず

れ
も

一
枚

の
地
図

の
南

と
北

に
厳

然

と
位
置

し
て
い
る
。
そ
れ
が
前
者

は
作
品
世
界

で

は
地
理
的

に
路
順
が
逆
転
す

る
位
置
関
係

に
あ

り
、

後
者

は
こ
こ
か
ら

で
は
白
川
村

に
は
入
れ
な

い
虚
妄

性

を
も

ち
な
が
ら
、

ま
さ

に
天
生
峠

の
入

口
に
あ

る

村
落
と

し
て
そ

の
虚
像
を
投
影
さ

せ
て
、
i
異
界

へ

の
入

口
-
読
者

の
想
像
力

の
世
界

に
調
和
的
な

ひ
と

つ
の
風
景
を

つ
く
り
出
し

て
い
る
。

『
高
野
聖
』

の
作
品
構
造

は
、
現
実

・
非
現
実

の

時
空
間

の
重
層
性
あ

る
い
は
入
れ
子
構
造
を
も
ち
、

そ
れ
が
異
界

へ
の
溶
化

の
心
情
的
装
置
と
し

て
機
能

化

し
て
い
る
と

い
う
だ
け

で
な
く
、
日
常
的
現
実
と

目
さ
れ

る
参

謀
本
部

の
地
図
や
天
生
峠
、
辻
村
や
疫

病
と

い
う
外
在
的
事
実
が
、
実

は
異
化

の
潜
在
的
契

機
と
し

て
形
成
さ
れ
な
が
ら
も
朧
化
さ
れ
虚
構

化
さ

れ

て
、
擬
似
的
な
現
実

に
さ
れ

て
い
る
と

い
う
、
形

象
上

の
複
合
的
構
造
が
あ
る

の
で
は

な

い
か
。
「
作

中

の
事
実
が
所
謂
事
実

で
な
く
と
も
よ

い
」

と
言
う

鏡
花

の
創
作
理
論

の
方

法
化
が
、
こ

こ

に

見

ら

れ

る
。
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